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小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大
き
な
自
信
に
実
る

と
き

          

北
和
中
学
校  

髙
木　

佐
知
子

　
　

　

夕
方
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
の
庭
先
で

別
れ
て
か
ら
翌
朝
ま
で
の
間
に
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
発
揮
し
て
数
々
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
表
情

が
み
る
み
る
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
き
た
こ

と
で
分
か
り
ま
し
た
。

　

笑
顔
の
挨
拶
、
表
情
豊
か
な
英
会
話
、
そ

し
て
、
自
分
の
夢
を
語
る
明
る
い
声
な
ど
、

確
か
な
手
応
え
を
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
い
た
九
日

間
の
研
修
で
し
た
。
そ
の
喜
び
や
熱
い
思
い

を
仲
間
に
広
め
、
更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

海
外
研
修
で
学
ん
で
き
た
こ
と

　
　
　
　
　

揖
斐
川
町
役
場　

川
村　

安
子

　
　

　
「
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
い
」
出
発
前

に
抱
負
を
述
べ
た
と
お
り
、
八
名
の
子
ど
も

た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
に
飛
び
込

ん
で
行
き
ま
し
た
。
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
生
活
、
文
化
を
学
ぼ
う
と
す
る

姿
。
ま
た
、
語
学
の
力
の
向
上
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は

驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

研
修
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
将
来
、
揖
斐
川
町
で
発
揮
し
て
く
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

芽
室
町
で
農
業
体
験

　
　
　
　
　

小
学
生
県
外
研
修
派
遣

　

八
月
十
八
日
（
木
）
か
ら
二
十
二
日
（
月
）

の
五
日
間
、
町
内
の
小
学
生
が
県
外
研
修
で

北
海
道
芽
室
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

芽
室
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、

芽
室
町
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
た
り
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
農
業
体
験
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
ふ
だ
ん
体
験
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
や
雄
大
な
北
海
道
を
満
喫

し
、
そ
れ
に
よ
り
多
く
の
こ
と
が
得
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

派
遣
団
員

　

佐
々
木　

霞　
（
揖
斐
小
学
校
）

　

林　

友
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森
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佐
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清
水
小
学
校
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橋
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翔
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小
学
校
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堀
口　

未
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（
谷
汲
小
学
校
）

　

小
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成
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（
春
日
小
学
校
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谷
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依
理
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（
久
瀬
小
学
校
）

　

船
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由
惟
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（
藤
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小
学
校
）

　

駒
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彩
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（
養
基
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学
校
）

　

野
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利
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養
基
小
学
校
）


